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下水道の歴史・文化や施設の「見える化」により、下水道施設が国内外からの

視察地や観光コースとなり、下水道の魅力を広く発信し、市民の理解が浸透して

います。 

世界をリードする下水道の技術開発拠点となっており、その技術がまちづくり

にも活かされ、福岡の新たな魅力となっています。 

世界をリードする技術開発拠点 

国際貢献・水ビジネスのハブ都市

見える・魅せる下水道

地域を引っ張る下水道のリーダー都市
周辺自治体等と連携し、福岡都市圏及び九州・日本の下水道を牽引し、下水道

の発展に貢献するリーダー都市となっています。 

３）新たな価値の創造へ、チャレンジする下水道

福岡市が誇る技術・ノウハウを活かした官民連携の国際貢献・ビジネス展開に

より、世界の水問題解決に貢献するとともに、国際水ビジネス拠点となっていま

す。 

目指すべき 

将来像 

取組みの方向性 
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４．１ 施策⽬標 

長期ビジョンの実現に向け、今後 10 年間（平成 29（2017）年度～平成 38（2026）年

度）に実施する中期計画の施策体系を以下に示します。 

⽬指すべき 
将来像 施策⽬標 主要施策 主な事業 

１）時代の変化を 
先取りし、くらし 
を⽀え続ける 
下⽔道 

Ⅰ 
持続可能な下⽔道 
システムの構築   
【P52】 

Ⅰ－１ 
主要施設の再構築    【P52】 中部⽔処理センター関連再構築 

Ⅰ－２ 
下⽔道施設の適切な 
維持管理・更新     【P54】

既存施設の適切な維持管理 
アセットマネジメントの推進 

Ⅰ－３ 
経営基盤の強化     【P58】

下⽔道経営計画の策定 
経営基盤の強化 
資産の有効利⽤ 

Ⅰ－４ 
組織体制の強化・⼈材育成【P59】

最適な執⾏体制の構築 
⼈材育成・技術継承 

Ⅱ 
災害に強い下⽔道  
【P61】 

Ⅱ－１ 
浸⽔対策の推進     【P61】

⾬⽔整備レインボープラン天神の推進
⾬⽔整備計画Ｄｏプランの⾒直し
ソフト対策の充実 
⾬⽔流出抑制施設の導⼊促進 

Ⅱ－２ 
地震対策の推進     【P65】

下⽔道施設の耐震化 
下⽔道 BCP の充実・強化 

２）ポテンシャル
を活かし、豊かな
環境を創出する 
下⽔道 

Ⅲ 
健全な⽔環境の 
創出 
【P68】 

Ⅲ－１ 
汚⽔処理の最適化    【P68】

⾼度処理の推進 
未普及、未⽔洗化地区の解消 

Ⅲ－２ 
合流式下⽔道の改善   【P69】

博多駅周辺、天神周辺地区の分流化
合流式下⽔道改善計画の⾒直し 
都⼼部の⽔辺空間等における対策強化

Ⅳ 
低炭素・循環型社会 
への貢献 
【P71】 

Ⅳ－１ 
下⽔処理⽔の有効利⽤  【P71】

再⽣⽔利⽤下⽔道事業の推進 
下⽔処理⽔の新たな活⽤ 

Ⅳ－２ 
下⽔汚泥等の有効利⽤  【P72】

下⽔汚泥の新たな活⽤ 
下⽔バイオガスの新たな活⽤ 
下⽔道ポテンシャルの新たな活⽤

Ⅳ－３ 
地球温暖化対策の推進  【P73】

省エネルギー化の推進 
再⽣可能エネルギーの導⼊推進 
環境報告書の公表 

３）新たな価値の 
創造へ、チャレン
ジする下⽔道 

Ⅴ 
⾝近な下⽔道  
【P76】 

Ⅴ－１ 
市⺠理解の促進     【P76】

市⺠の下⽔道事業への理解促進 
お客様満⾜度の向上 

Ⅴ－２ 
「⾒える化」の推進   【P77】

多⾓的な広報 
ぽんプラザの活⽤推進 

Ⅵ 
地域活性化への貢献
【P80】 

Ⅵ－1 
地域社会への貢献    【P80】

まちづくり等への貢献 
周辺⾃治体等との連携 

Ⅵ－2 
技術開発の推進     【P81】

技術開発の推進 
産学官との連携強化 

Ⅵ－3 
国際貢献・ビジネス展開の推進

【P81】

国際貢献・国際協⼒ 
官⺠連携のビジネス展開 
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本市の下水道の主要施設（各水処理センター、各ポンプ場等）は、供用後、長期間が

経過し、老朽化が進行しているため、改築の必要性が高まっていますが、施設によって

は敷地に余裕がないことから、施設の配置の変更や機能移転等を考慮した大規模な再構

築が必要となります。また、施設の更新が一時的に集中することから事業費の確保も課

題となっています。 

特に、供用開始から 50 年が経過する中部水処理センターは、敷地の余裕が極端に少

ないことから、改築時の処理機能確保等が課題となっており、改築に当たっては、地震

等の非常時の対応も考慮したネットワークの構築や将来の人口減少・少子高齢化への対

応など、柔軟な下水道システムの構築が必要となっています。 

また、中部水処理センター関連の管渠やポンプ場についても、老朽化対策や耐震性確

保等の課題を有しています。 

このため、中部水処理センターを中心とした主要施設の再構築にあたっては、フレキ

シブルで持続可能な下水道システムの構築を目標とし、総合的な視点で検討を進め、最

適な時期での事業着手を目指します。 

 
 

Ⅰ 持続可能な下⽔道システムの構築 

 

 

 

取組 
⽅針 

本市の下水道事業は、昭和 5年に着手して以来、水洗化の普及や浸水対策等を

着実に推進してきた結果、今日では市民生活にとって不可欠な都市基盤施設とな

っています。 

  今後とも、下水道の役割を適切に果たし、市民の快適なくらしや経済を支え続

けるとともに、施設の老朽化や将来の人口減少等の時代の変化に順応するため、

急速な発展が見込まれる IoT 等の新技術を活用し、人・モノ・カネの一体管理（ア

セットマネジメント）の推進や官民連携による下水道事業の効率化を図り、持続

可能な下水道システムの構築を目指します。 

主要施設の再構築Ⅰ-１ 

１）  中部⽔処理センター関連再構築
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図 4.Ⅰ.1 フレキシブルな施設間ネットワークのイメージ 

 

 

  持続可能な下⽔道システムの構築

 これからの下水道には、災害時や処理場の改築更新時でも安定して処理のできる 

システム構築が求められています。この課題に対応するため、新しい技術の活用等 

創意工夫をしながら、将来においても持続可能な下水道システムの構築を目指します。

コラム 
7 
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〇管路施設・水処理センター・ポンプ場の適切な維持管理 

下水道施設は、家庭や工場などから発生する汚水を排除・処理し、衛生的な生活環 

境を確保するとともに、市街地に降った雨水を排水し、浸水を防ぐなど、快適な日常 

生活を送る上で欠かすことのできない重要なライフラインであることから、計画的な 

清掃や点検・調査及び補修・修繕など、適切な維持管理を行うことにより、下水道機 

能の確保を図ります。 

 情報通信技術等（ICT、IoT）の活用により、下水道台帳システムや施設台帳システ

ムを活用した維持管理データの蓄積・分析を行い、水処理センター等の効率的な運

転・管理を推進するとともに、維持管理費の縮減に向けて、民間活力導入を含めた

維持管理の効率化に取り組みます。 

 下水道施設の損傷防止と処理機能保全、放流水の水質確保を目的として工場・事業

場から排除される汚水の水質の監視・指導を定期的に実施します。 

 下水処理機能への悪影響や維持管理コストの増大を引き起こす不明水の削減対策

を進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.Ⅰ.2 下水道管路施設の維持管理と下水道台帳システム 

（出典：日本管路管理業協会資料及び福岡市下水道台帳） 

  

１）  既存施設の適切な維持管理

下⽔道施設の適切な維持管理・更新Ⅰ-２ 
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図 4.Ⅰ.3 ICT 技術の活用による下水道施設の効率的な維持管理 

（出典：下水道におけるＩＣＴ活用に関する検討会報告書 国土交通省） 

 

 

 

〇管路施設のアセットマネジメント 

本市が管理する下水道管渠は平成 26 年度末で 7,000km を超える膨大なストックを

有しており、そのうち標準耐用年数である 50 年を超える管渠は約 290km となってい

ますが、10 年後には約 1,050km と大幅に増加することが見込まれています。 

管渠の老朽化は、道路陥没や汚水の溢水など、重大な事故を引き起こす危険性があ

ることから、計画的かつ効率的な予防保全型管理を実施していきます。 

 平成 26 年度に策定した「福岡市下水道管渠施設アセットマネジメント基本方針」

に基づき、計画的な TV カメラ調査や維持修繕により、長寿命化を図るとともに、

優先順位や劣化予測に基づき、事業費の平準化を図りつつ、効率的な改築更新を行

います。 

 管渠の改築の際は、効率的な設計手法の導入により、管理コストの削減も図ります。 

 下水管渠の清掃で排除された土砂（汚泥）を処理する、蒲田下水管渠汚泥処理場は、

機器の老朽化や土木施設の劣化が進行しているため、改築更新を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.Ⅰ.4 アセットマネジメントによる事業費の平準化イメージ 

 

経過年数 

２） アセットマネジメントの推進

標準耐用年数（50 年）で単純改築する場合 長寿命化を図り健全度を踏まえて改築する場合 

長寿命化による改築事業量の平準化イメージ図 
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図 4.Ⅰ.2 下水道管路施設の維持管理と下水道台帳システム 
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図 4.Ⅰ.3 ICT 技術の活用による下水道施設の効率的な維持管理 

（出典：下水道におけるＩＣＴ活用に関する検討会報告書 国土交通省） 
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〇水処理センター・ポンプ場のアセットマネジメント 

本市が管理する水処理センターは 6 箇所、ポンプ場は 67 箇所となっており、この

うち、建設から 30 年以上経過する施設は、水処理センターが 5箇所、ポンプ場が 35 

箇所となっています。 

このように、水処理センター・ポンプ場にある膨大な設備機器の老朽化や土木施設

の劣化が進行していることから、「福岡市下水道長寿命化計画」等に基づき、適切な

維持管理による長寿命化を図るとともに、ライフサイクルコストの最小化を図りなが

ら、計画的な改築更新を行います。 

また、雨水吐き室や雨水滞水池、マンホールポンプ場も水処理センター・ポンプ場

同様に計画的な改築更新を進めます。 

 

〇下水道施設情報システムの構築・発展 

点検・調査や修繕・改築等の実施で得られた施設情報を継続的に蓄積するとともに、

情報通信技術等（IoT、ICT）の活用により、健全度の予測や修繕・改築事業費の予測

を効率的に行う施設情報システム（データベース）を構築し、計画的に発展させます。 
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 身の回りにある様々なモノがインターネットにつながる「IoT」(Internet of 

Things)。瞬時に膨大なデータ等をやりとりできる「ICT」(Information 

Communication Technology)等の技術を下水道に導入することで、施設等の健全度の

把握が容易になり、ビッグデータを活用した経営分析や効率的な運転管理など、い

ろいろな可能性が広がると考えられます。 

下⽔道事業経営の分析・評価（ビッグデータマネジメント） 経営健全化
 

持続可能な
事業運営 
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●ビッグデータの解析による適正な事業マネジメント 

下⽔道施設運転の⾼効率化（スマートオペレーション）

効率的な
運転管理 

 
処理⽔質 
の安定化 

 
省エネ化 

効率的な
アセット 
マネジ 
メント

震動センサー 

温度センサー等 
の各種センシン
グ技術 

IC タグによる
設備固有情報の
自動認識技術 
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本ビジョンで定めた目標を計画的・段階的に達成するための 4年間の実施計画として、

「福岡市下水道経営計画」を策定します。 

 下水道経営計画では、経営の基本的な考え方、下水道整備計画、下水道財政収支計

画等を示し、成果指標を定めて４年間の事業の進行管理や評価を行います。 

 長期ビジョンの実現に向け、今後 10 年間（平成 29 年度～平成 38 年度）に実施す

る中期計画の施策について、公営企業である下水道事業の健全かつ安定的な事業運

営を目指すため、総務省からの通知に基づく、「経営戦略」の内容や考え方を取り

入れて、試算を示し、事業の進行管理や評価を行います。 

 

 

 

下水道事業は、地方財政法で公営企業と位置づけられており、料金収入をもって経営

を行うことを基本原則とし、あわせて、将来にわたり公共の福祉を増進させることが求

められる一方、施設の老朽化による更新投資の増加などが予測されているため、経営基

盤の強化を図っていきます。 

 下水道事業を安定的に運営し続けるために、徹底した経費節減や確実かつ積極的な

収入確保に取り組みます。 

 経営指標等の達成状況を自己評価し公表していくことで、透明性を確保し、市民サ

ービスの向上を図ります。 

〇経費節減 

本市では、これまでポンプ場の運転管理のネットワーク化による維持管理経費の抑 

制、水処理センターの運転操作の効率化、汚泥処理方法の見直しによるコスト縮減な

どにより経費節減に努めてきました。 

今後も、アセットマネジメントによる効率的な維持管理・更新や省エネ機器の導入

を図るとともに、様々な取り組みにより、経費節減を図っていきます。 

 

〇収入の確保 

供用開始区域内の早期水洗化や未水洗家屋に対する水洗化指導、水道以外の水使用

者への下水道接続調査など、下水道使用料の適正賦課の徹底を図るとともに、将来の

しくみについて検討します。 

また、滞納整理を継続し、収納率の向上を図るとともに、より効率的な徴収のため、

経営基盤の強化Ⅰ-３ 

１）  下⽔道経営計画の策定

２） 経営基盤の強化 

59 
 

口座振替等の加入を推進します。 

 

〇企業債残高の縮減 

いまだ膨大な残高を有しているため、緊急性や効果を踏まえ、選択と集中による整

備を図るとともに、国庫補助事業の活用や公共工事のコスト縮減、プライマリーバラ

ンスの堅持に努めつつ、企業債残高の縮減を図ります。 

 

 

 

処理場やポンプ場の廃止等に伴い発生する下水道用地の有効利用を促進するととも

に、施設の壁面やマンホール蓋など下水道が持つ様々な資産を活用した新たな収入確保

等について検討します。 

 

 

 

 

 

 

膨大な下水道資産の適切な維持管理・更新や大規模災害への備え、技術革新による役

割の多様化など、下水道事業を取り巻く諸課題に適切に対応し、安定的・持続的に下水

道サービスを提供するため、組織の改編や職員配置の見直し等を含め、最適な執行体制

の構築を行います。 

 

 

 

下水道施設の大量更新期を控え、下水道サービスを将来にわたって安定的に提供して

いくためには、効率的で安定した下水道事業運営が重要であり、複雑な下水道システム

の構造や経営感覚など、様々な専門的知識を必要とする下水道分野に深く通じた人材を

育成・確保していきます。 

また、長年にわたり蓄積された独自のノウハウの継承、職員の力を組織の力として最

大限に発揮するための職員一人ひとりの課題解決能力の向上を図っていきます。 

 局独自の「人材育成プラン」に基づき、職員一人ひとりが自らのキャリアを考え、

主体的に自分の能力を伸ばすための多様な研修の受講を推進するとともに、OJT 等

による下水道分野の専門的知識の向上を図ります。 

 嘱託員（市 OB）の実体験を活かした研修やこれまで培ってきた技術・業務ノウハ

ウのマニュアル化など、組織的な人材育成・技術継承に努めます。 

３） 資産の有効利⽤ 

組織体制の強化・⼈材育成 Ⅰ-４ 

１）  最適な執⾏体制の構築

２） ⼈材育成・技術継承
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◇成果指標 
 

Ⅰ 持続可能な下⽔道システムの構築 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指標名 現状値
（H28 年度末⾒込）

中間⽬標値
（H32 年度末）

⽬標値
（H38 年度末）

中部⽔処理センターを中⼼とした主要施設の再構築  検討 検討 実施 
下⽔道管渠（暗渠）の改築更新 
（更新完了延⻑ / 今後 10 年間に改築更新が必要な延⻑） － 120km / 314km 314km / 314km

ポンプ場の改築更新 
（更新完了施設数 / 今後 10 年間に改築更新が必要な施設数） － 40 箇所 / 63 箇所 63 箇所 / 63 箇所

⽔処理センターの改築更新  
（更新完了施設数 / 今後 10 年間に改築更新が必要な施設数） － 5 箇所 / 5 箇所 5 箇所 / 5 箇所

⻄部⽔処理センター汚泥焼却施設の改築更新
（下⽔汚泥固形燃料化施設の導⼊） 検討 完了 完了 

蒲⽥下⽔管渠汚泥処理場の改築更新 検討 実施 完了 

下⽔道経営計画の策定 下⽔道経営計画
2020 策定

次期下⽔道
経営計画策定 ビジョン評価

企業債残⾼の縮減率 
（現状値（H28 年度末⾒込）からの企業債残⾼縮減額 ÷現状値） 4,003 億円 13％削減 20％削減 
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天神周辺地区は都市機能が集積し、地下空間を有しているため、浸水被害の影響が極

めて大きいことから、今後も「雨水整備レインボープラン天神」により、整備水準を強

化（79.5mm/hr：平成 11 年 6 月 29 日の実績降雨）し、従来の流下型施設の整備に加え、

雨水流出抑制施設の導入を進めていきます。 

 第１期事業として、10年確率降雨（59.1mm/hr）に対応した施設整備の早期完了を

目指します。 

 第１期事業完了後は、全体計画である 79.5mm/hr に対応した雨水施設の完成に向け

て、引き続き第２期事業に着手し、都心部の更なる浸水安全度向上に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 災害に強い下⽔道 

 

 

 

取組 
⽅針 

本市では、平成 11 年、15 年、21 年の甚大な浸水被害、平成 17 年の「福岡県

西方沖地震」等の経験を踏まえ、これまで災害に強い下水道を目指し、整備を進

めてきました。 

  しかし、近年、全国的に、計画規模を超える集中豪雨や東日本大震災、熊本 

地震の発生など、災害発生リスクはさらに高まってきており、本市でも、警固 

断層帯を震源とする地震の発生確率は高い水準にあります。  

これからも、災害から市民の生命・財産を守り、経済活動を支え続けるため、

徹底したリスクマネジメントにより、ハードとソフトの両面から、必要な浸水 

対策、地震対策等を推進し、市民の安全・安心なくらしを確保します。 

浸⽔対策の推進Ⅱ-１ 

１）  ⾬⽔整備レインボープラン天神の推進 
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◇成果指標 
 

Ⅰ 持続可能な下⽔道システムの構築 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指標名 現状値
（H28 年度末⾒込）

中間⽬標値
（H32 年度末）

⽬標値
（H38 年度末）

中部⽔処理センターを中⼼とした主要施設の再構築  検討 検討 実施 
下⽔道管渠（暗渠）の改築更新 
（更新完了延⻑ / 今後 10 年間に改築更新が必要な延⻑） － 120km / 314km 314km / 314km

ポンプ場の改築更新 
（更新完了施設数 / 今後 10 年間に改築更新が必要な施設数） － 40 箇所 / 63 箇所 63 箇所 / 63 箇所

⽔処理センターの改築更新  
（更新完了施設数 / 今後 10 年間に改築更新が必要な施設数） － 5 箇所 / 5 箇所 5 箇所 / 5 箇所

⻄部⽔処理センター汚泥焼却施設の改築更新
（下⽔汚泥固形燃料化施設の導⼊） 検討 完了 完了 

蒲⽥下⽔管渠汚泥処理場の改築更新 検討 実施 完了 

下⽔道経営計画の策定 下⽔道経営計画
2020 策定

次期下⽔道
経営計画策定 ビジョン評価

企業債残⾼の縮減率 
（現状値（H28 年度末⾒込）からの企業債残⾼縮減額 ÷現状値） 4,003 億円 13％削減 20％削減 
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天神周辺地区は都市機能が集積し、地下空間を有しているため、浸水被害の影響が極

めて大きいことから、今後も「雨水整備レインボープラン天神」により、整備水準を強

化（79.5mm/hr：平成 11 年 6 月 29 日の実績降雨）し、従来の流下型施設の整備に加え、

雨水流出抑制施設の導入を進めていきます。 

 第１期事業として、10年確率降雨（59.1mm/hr）に対応した施設整備の早期完了を

目指します。 

 第１期事業完了後は、全体計画である 79.5mm/hr に対応した雨水施設の完成に向け

て、引き続き第２期事業に着手し、都心部の更なる浸水安全度向上に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 災害に強い下⽔道 

 

 

 

取組 
⽅針 

本市では、平成 11 年、15 年、21 年の甚大な浸水被害、平成 17 年の「福岡県

西方沖地震」等の経験を踏まえ、これまで災害に強い下水道を目指し、整備を進

めてきました。 

  しかし、近年、全国的に、計画規模を超える集中豪雨や東日本大震災、熊本 

地震の発生など、災害発生リスクはさらに高まってきており、本市でも、警固 

断層帯を震源とする地震の発生確率は高い水準にあります。  

これからも、災害から市民の生命・財産を守り、経済活動を支え続けるため、

徹底したリスクマネジメントにより、ハードとソフトの両面から、必要な浸水 

対策、地震対策等を推進し、市民の安全・安心なくらしを確保します。 

浸⽔対策の推進Ⅱ-１ 

１）  ⾬⽔整備レインボープラン天神の推進 
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